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佐 野 由 文
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れている．この根拠となっている Evidence は，Lung 
Cancer Study Group によって1995年に発表された論
文20)に基づいているといってよいであろう．この論文

































































































































たと考えられる．特に1995年の Non-small Cell Lung 
Cancer Collaborative Group のメタアナリシス48)によ
る，術後化学療法による有意な生存期間の延長は認め
られないという結果に対し，最近 Electronic Publish 




















































に始まって，胸部 CT，MRI，近年では Multi Detector 
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